
「神の怒りを盛った七つの鉢 2」        2019 年 09 月 16 日 

ヨハネの黙示録 16 章 12 節～21 節 第六の天使が、その鉢の中身を大きな川、ユーフ 

ラテスに注ぐと、川の水がかれて、日の出る方角から来る王たちの道ができた。わたしは

また、竜の口から、獣の口から、そして、偽預言者の口から、蛙のような汚れた三つの霊

が出て来るのを見た。これはしるしを行う悪霊どもの霊であって、全世界の王たちのとこ

ろへ出て行った。それは、全能者である神の大いなる日の戦いに備えて、彼らを集めるた

めである。――見よ、わたしは盗人のように来る。裸で歩くのを見られて恥をかかないよ

うに、目を覚まし、衣を身に着けている人は幸いである。―― 汚れた霊どもは、ヘブライ

語で「ハルマゲドン」と呼ばれる所に、王たちを集めた。第七の天使が、その鉢の中身を

空中に注ぐと、神殿の玉座から大声が聞こえ、「事は成就した」と言った。そして、稲妻、

さまざまな音、雷が起こり、また、大きな地震が起きた。それは、人間が地上に現れて以

来、いまだかつてなかったほどの大地震であった。あの大きな都が三つに引き裂かれ、諸

国の民の方々の町が倒れた。神は大バビロンを思い出して、御自分の激しい怒りのぶどう

酒の杯をこれにお与えになった。すべての島は逃げ去り、山々も消えうせた。一タラント

ンの重さほどの大粒の雹が、天から人々の上に降った。人々は雹の害を受けたので、神を

冒涜した。その被害があまりにも甚だしかったからである。 

 

第六の天使が、鉢の中身を「大河ユーフラテス」に注ぐと、川の水が枯れた。そして、 

日の出る東の方角から王たちが攻め入るための道ができた。東方からの反ローマ勢力の侵

攻というモチーフが下敷きになっている。ヨハネはまた、竜の口、獣の口、そして、偽預

言者の口から、蛙のような汚れた三つの霊が出て来るのを見た。「蛙のような」という形

容は、モーセがナイル川に蛙の大群を発生させた故事から引いている。徴を行う悪霊ども

の霊は、全世界の王たちの所へ出て行って、世界的な規模での反神的行動をするために彼

らを集め、全能者である神との大いなる日の戦いに備えた。ヨハネは、来臨告知を挿入し、

「見よ、わたしは盗人のように来る。裸で歩くのを見られて恥をかかないように、目を覚

まし、衣を身に着けている人は幸いである」と、目覚めているように忠告する。汚れた霊

どもは、ヘブライ語で「ハルマゲドン」と呼ばれる所に、王たちを集め、決戦に備えた。

ハルマゲドンの「ハル」は山で、「マゲドン」は地名の「メギド」ではないか。古代に、

決定的な大戦争が行われた象徴的な地名である。このハルマゲドンで聖なる神と神を冒涜

する反神勢力との最終戦争が行われると言う。第七の天使が、鉢の中身を「空中」に注ぐ

と、神殿の玉座から、「事は成就した」という大声が聞こえた。主イエスが十字架の上で

「成し遂げられた」と言われた、完成、成就を宣言する言葉と同じである。そして、稲妻、

さまざまな音、雷が起こり、また、人間が地上に現れて以来、いまだかつてなかったほど

の大地震があった。神顕現の徴が現れ、神の歴史への介入を報告する。大きな都・バビロ

ン＝ローマが三つに引き裂かれ、諸国の民の方々の町が倒れた。神は大バビロンの崩壊を

思い出して、御自分の激しい怒りのぶどう酒の杯をローマにお与えになった。すべての島

は逃げ去り、山々も消えうせた。終末時の決定的な裁きの幻である。「一タラントンの重

さほどの大粒の雹が、天から人々の上に降った。」一タラントンは 25.8 ㎏くらいで、エル

サレムを攻撃した時に用いたローマ軍の石弾の恐怖を彷彿させる。雹の被害は甚大だった

ので、彼らは心を頑なにし、神を冒涜した。 


